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自己シャント磁束型超伝導量子回路用素子

量子ビットのコヒーレンス時間増加、非調和性増大、フット

プリント低減により高性能・高集積な量子コンピュータを実現

量子コンピュータの量子ビットは、単一あるいは複数の超伝導トンネル接
合(ジョセフソン接合)により構成され、代表的な電荷型量子ビットや磁束
型量子ビットの研究開発が盛んである。現在の高集積化の主流は電荷
型の改良版のトランスモン(Transmon)と呼ばれる量子ビットであり、コ
ヒーレンス時間が長い利点があるが、非調和性が小さいためエラーの原因と
なる欠点がある。一方磁束型においては非調和性が大きい利点があるが、
コヒーレンス時間が短い欠点があり、これを補うべくシャントキャパシタを付加
するとフットプリント(１つの量子ビットが専有する面積)の増大が避けられな
いという課題があった。
本発明は上記課題を解決するもので、コヒーレンス時間と非調和性を実
用上耐えうる値としながら、フットプリントも小さく高集積化が実現できる技
術に関する。

概要

 高性能・高集積な量子コンピュータ（量子ゲート方式、量子ア
ニーリング方式）

東北大学技術紹介

非調和性増大、フットプリント低減、ノイズ耐性に優れる

応用例
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